
●古代ローマの要衝

ヴェローナはミラノとヴェネチアの中間にある。

そのため，このふたつの大都市間を移動するツア

ーがよく立ち寄り，ロメオとジュリエットの舞台

ということもあってよく知られている。東にミラ

ノ，西にヴェネチアに加えて，南に行けばポー川

を越えてボローニャに，北に行けばアルプスの峠

越えを経てオーストリアのインスブルックに達す

る。この地理的条件によって，ヴェローナは古代

から交通の要衝であった。

ヴェローナの起源は古代ローマにある。街の中

心，ピアッツア・デッレ・エルベはフォルムの跡

であり，ここを中心にして直交する道路（デクマ

ヌスとカルド）が街の骨格となっていることはロ

ーマ植民都市の定石である。この旧市街を縫うよ

うに，アルプスから流れ来たアディジェ川が蛇行

している。その川の向こうには古代の劇場の遺構

が残っており，川に落ちる斜面を利用して半円形

の客席が築かれている。

●円形闘技場でのオペラ

ヴェローナで最も重要な古代ローマの遺構は円

形闘技場である。これはその規模と保存状態の良

さからローマのコロッセオに次ぐものである*1。最

外周は3層で，わずかに残っているにすぎないが，

2番目の壁，すなわち現在の外観は2層の72のアー

チがすべて現存している。内部は44段の客席が残

されており，22,000人を収容できる*2。そして，こ

れを利用して夏にオペラが開かれる。

この野外オペラはアレーナ・ディ・ヴェローナ

と呼ばれ，きわめて祝祭的な雰囲気を都市にもた

らす。アレーナ（中央の闘技場舞台）の片側に舞

台が設けられ，古代の遺構に負けじと巨大な装置

がつくられる。残りのアレーナは客席となり，こ

こには黒いドレスをまとった人々が座る。周囲の

円形の階段席は観光客や学生が占める。ここで注

意しておかなければならないのは，ザブトンを借

りておくことだ。オペラの開始は夜9時とはいえ，

夏の直射日光にあぶられた堅い石の上に3̃4時間座

り続けるのはかなりつらい。しかしそのおしりの

熱さも含めて，これほど身をもって古代ローマの

追体験ができる機会は貴重である。

この街では円形闘技場は都市の中心をなし，そ

の周囲は広場となっている。オペラのある夏の夜，

日の長い太陽がようやく落ちる頃，広場に立つと，

一方の円弧を描く巨大な壁面は黒い固まりとなっ

て闇に沈み，一方のバールや店舗では腹ごしらえ

をする人々や開演前のそぞろ歩きの晴れやかなに

ぎわいが見られる。この暗さと明るさ，巨大なス

ケールと人間的なスケールとの対比を見ていると，

円形闘技場はまるで小高い山のように，一種の地

形のような存在だと思えてくる。

さらに，古代ローマの遺構が地形のようだとい

うことは，空間的な量感としてだけでなく，時間
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